







































































































































































-1)調査の対象および時期＼'1三 日_､;7､E;_ lト ー
調査は公立の看護系大学29校 (新設校を除く)で､看護学実習の指導を担当して
い.､､ノミいる助手435名を対象に2002年8月に行った｡



























'JJ 次いで5･*2軍人(14･7%)､4年26人(l摘 )であ元 ｡少ない人は0年1人(0･5%)､舟
､･長126季 2.A(1.擁)であった｡･増 員の経験時嘩らつきやミあるものの比較的浅く､臨床のi
経験は比較的豊富な対象であるといえるだろう-(図1)0
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I▲4)i実習施設での研修r1 L' -
(1)研修目的 ー′ j i
研修を行っていると回答した者(161人)に対して､研修の目的を13項目挙げ､その中
から5件を指摘するよう尋ねたところ､次の表のような結果が得られた｡
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,_1 F! ｢_ の .､ 7 -_｡_-∴-T,-=:I,_二
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②こ看護職員の日勤帯の業務を知るため6. 1-.A :.∴∴.,. 67二41.6
⑥_ナ大学として学生に体鹸させたいこと､.実習目的.内容を伝えるため○ 46-_､■28.6
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表3 日的 :｢病院･病棟などの施設の特徴を理解するため｣に行っていること n=124
項 目 #&. %
② 病院t病棟などの施設.設備く物品.備品.構造も含め)知る 104 83.9
①一病院.病棟などの施設の概要(たとえば病院の理念､病院の機能､ 97 78.2看護部門の方針.目標)を知る
④ 学生が記録する場所.荷物置き場.ロッカー .休憩場所などを知る 84 67.7
@ 学生が実習中出入りする関連部署の場所.行き方を知る 75 60.5





項 目 件数 ●●
(参 実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する 66 55.0
(罫 実習場所に出入りしている人的資源(医師.栄養士.検査技師りハビ 51 42.5リ.SWなど)を知る
⑩ 実習場所で使われているもの(記録類､オーダーシステム､看護用異な 49 40.8ど)を知る
⑥ 業務の流れ.1日のスケジュー ルを知る 40 33.3
⑪ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナースなど)を知 38 31.7
実習中学生が体験できそうな事柄を把握するために行うこととして､検査 ･ケア-の参
加､関係をもちそうな人的資源の把握､使いそうな物的資源の把握が多く挙げられた｡
表5 目的 :｢実習場所の人たちとの関係を作るため｣に行っていること n=118
⑳ スタッフと親しくなる､顔なじみになる 96 81.4
⑩ 実習指導者と親しくなる､顔なじみになる 82 69.5
⑳ 患者と親しくなる､顔なじみになる 41 34.7








項 目. 件数 ■%
⑧ 実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する _ 71 76.3
⑩ 実習場所で使われているものく記録類､オ｢ダーシステム､看護用異な 35 37.6ど)を知る







表7 日的 :｢看護職員の日勤帯の業務を知るため｣に行っていること n=67
項 目 件数_._0^
⑥ 業務の流れ.1日のスケジュー ルを知る 61 91.0
⑤ 看護職員の勤務体制(看護体制､人員､シフト)を知る 46 68.7
⑩.実習場所で使われているもの(記緑類､オーダーシステム､看護用異な 19 28.4ど)を知る






項 目 件数 %
⑬ 実習要項の内容にpついて説萌し､実習の目標を伝える 34 75.6
⑭_.指導方法の打ち合わせ(実習の進め方､ケアへの参加の仕方､看護計 28 62.2画の立て方.兵施､事故の-際 対処､報告d)仕方)
⑯ 学年に関する情報碍供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学 - 19 42.2生の興味など)









項 目 度数 %
画の立て方.実施､事故の際の対処､報告の仕方)
⑬ 実習要項の内容について説明し､実習の目標を伝える - 27 60.0
⑬ 学生に関する情報提供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学 27 60.d_生の興味など)











⑭ 指導方法の打ち合わせ(実習の進め方､ケアへの参加の仕方､看護計 24 55.8画の立て方.実施､事故の際 対処､報告の仕方)
⑰ 教員が指導スタンスをつかむ(実習指導考との役割の持ち方､誰を通 _19 44.2じてどのように関わるかなど)
⑯-学生に関する情報提供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学 14.32.6生の興味など)








項 目 件数 %
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る 16 61.5
⑳ スタッフと親しくなる､顔なじみになる 14 53.8
⑳ 師長の実習への関心.関与の程度を知る 13 50.0






表 12 日的 :｢看護実践能力を取り戻すため(看護技術のカン､看護観の明確化など)｣
に行っていること n=24
項 目 件数 %
⑧■実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する 15 62.5
(勤 スタッフ同様に看護業務を行う ll 45.8
⑩ 実習場所で使われているものく記録類､オーダーシステム､看護用異な 8 33.3ど)を知る
⑥ 業務の流れ.1白のスケジュー ルを知る 8 33.3




表 13 日的 :｢学生が指導を受けるために適当な人材(モデルとなるナースなど)を把握する
ため｣に行っていること n=23
項 目 件数 %
⑩ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナースなど)を知 17 73.9る
⑫ スタッフ間の関係性(指示系統)を知る 10 43.5
⑧ 実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する 6 26.1
⑨ スタッフ同様に看護業務を行う 5 21.7







項 目 件数 %
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る ll 68.8
⑳ 師長の実習への関心.関与の程度を知る 7 43.8
⑩ 実習指導者と親しくなる､顔なじみになる 5 3一.3









表15 日的 :｢指導技術を高めるため｣に行っていること n=14
項 目 件数 %
⑪ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナ-スなど)を知る 5 35.7
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る 5 35.7
⑨ スタッフ同様に看護業務を行う 4 28.6
⑩.実習場所で使われているものく記録類､オーダーシステム､看護用具な 4 28二6ど)を知る
























② 実習指導者(それに準ずる人)とペアを組んで患者に関わる.見て回る 45 28.0
③ 単独でフリー に見て回る 43 26.7
④ 単独で受け持ち患者を決めて患者に関わる 10 6.2











































① 病院.病棟などの施設の概要(たとえば病院の理念､病院の機能､看護部門の 0方針 目標)を知る
② 病院.病棟などの施設.設備(物品.備品.構造も含め)知る 0
④ 学生が記録する場所.荷物置き場.ロッカー.休憩場所などを知る 0









(5)指導力を向上させるた禦 こ勲雫き･:gjL=と:-:-. _ … t.E I. ･ -
｢=①研修を行う上ICo重要と思うこと･-･1 I､･､-ノ･
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㊨ f 学 生が体敦する と 予 測 さ れ る ケ ア な ど を 事 前 に
験 しておく. 1､=: 9 -. -24 ､,_~由 _ -4.28 b.9l
I_~亨




⑧ 教員と実習指導者との学生指 に醜す る役 割 を調 2 6 18 63 101 二34 !事〔整する○ 0.8iJ
_=郵 若草喪声践韓寿華放り零す(看護捷軒¢カ 孝三看 護軽‡ t
◆ ~三_簿きl_三…21‡ぎ…4=早芸≡- ≡:5.碑:~=;-1.q6ー=.
東 軍_:≡三宝_1-El J= B=≡こ=≒:.-I L=_､こ
⑪言.実習場所ゐ人た音とゐ関係を作る{-_-I lP十室OI5-き_- 婆.春季?;強申










~~ 叫,研修の目的として1-r重要でないTTあまり重要でない｣という指摘やミ他の項引手些警i.LJ､_- i.一≡.‥ ､ . ･ ～ I-､∴.I ∴:
I/多くみられた ｢看護実践能力を取り戻す｣や r指導技術を高める｣や ｢学生が指導を-3-'′ 事
叫. 受ーけるのに適当な人材の把握｣止-はこ.研修により達成しよう†と参考り考えていない人声亨.TI-I ■′ .i/ . I､､ー-･-･l
若干多い項目と捉えることができる｡これらについては､助手り臨床経験歴や実習指 !
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表18 研修の目的の重要度と属性との関連
項目 塩床種族年数 -施設のつながり 実習遇数 実習指導者
(か 病院.病棟などの施設の特徴を理解する.
② 看護職員の日勤帯の業務を知る○ * 辛
③ 学生が指導を受けるために適当な人材(モデルとなるナース
など)を把握する○




















カテゴリー サブカテゴリー なまえ(キーワード) 件敬 具体的記述の例




ロー ルモデル 2 学生に対し見本となる
自己研鏡(学習) 知識を得る ll 最新の知識を得る､医学.看護p)変化に遅れない
自己学習 7 日々学習する､痩求心を持って自己学習する
人間性 6 向上心､豊かな人間性
教育能力 指導の具体 23 学内の学習が結びつくよう指導､個々の学生に応じた指導
学生の理解 21 学生の心理状態の把握､レディネス








客観視する機A= 振り返り 13 指導の振り返り
評価 13 上司の評価
時間 5 時間的余裕
先達者からの教え 上司の教え 18 単位認衰者と相談他教員からの教え 他教員のアドJくイスを受ける
大学としての仕組み作り 教員の相互理解 教員間の話し合い 2ー 教員の交流､話し合い
講座内での理解 6 領域内での意見交換.情報交換
教員の能力を活かすしくみ 教員の専門性を活かす 3 専門性を活かした指導体制OJT OJT
































































































































































































































































⑦ 実習施設側と大学側は実習目的 ･内容を共通理解している-ミ 叫 卜工 ､ - -
@ 指導方針の打ち合わせができている
⑨ 受け持ち患者候補について打ち合わせができている 1t.,コ/.
,一一 ⑩ 実習指導者と学生指導に関する役割 (指導内容､責任甲所在)の調整ができて▲ヽノ








,･.⑰ 滞導に関して実習場所の人たちと臨機応変誓甲整できる･ ′,.- T＼′､










､ r-メ.I～ i,i ㌔′_I-I I
(1)対象の背景 -= /.こJt ._チ- t′ 一言,黒
5名の平均年齢は､32.60歳 (±1.68)であった｡臨床経験年数の平均は､6.30年 (±
l･88)であり､臨床経験年数の最長が11年､最短が4年であったoT木管苧?教員経験1′ ＼りノ
響 ?苦さ轡 ･2･20焦(±1･4)であった｡t実習指導経験の有無にギ早ては､経験あへ_=､し.Ltノ(__l一.､i･ 1-i卜-＼. ′ltI i '-
{りが4名で､蕗験な,Lが.I_名であった._また､㌧実習を行う施設での勤務年数は5名と∴.･＼L∴■:一､.:＼_.∴｢-LI〔-･.HL.I_.‥.､ ▲:_ -I～･1- t･-.: .Ll･LI-
,も0年で､▲すなわち実習を行う施設での勤務時したことがなかった｡ゝ.ヽノ 4-＼ ＼′ ･一･ノー i ､I
- .二1∴ 1-~ こ l I -.t1-. ･L . L ､ I ･∴ J ∴■･'
(2)研修期間および場所について こ-･ 用
研修を行う時期は､5名ともが実習前に行っていた｡また､.そのとき申≠定研修日1A i＼ /
数の平均は､7.0日ー (±1.69)で最長が9日間､最短が4日間行う予定と･していた｡研･ ノ＼_一_" ′､ )_-r､Io_ i.､L-L､LJ}
修後のアンケ~トでは､,実際に行った研修日数の平均隼ti5:12･勲,(±1･84)で最長が9'ー ､＼しヽ｣与.I -.=-･ヽ∴l ＼J
日間､最短が3日間だ云た｡.研修場所埠､総合病院求3名､介護老人嘩健施設がl名､･㌧〆_. r､一㌧1′一一一.iL ノノーJー ′Jさ

















































































































研修ガイ ドを作成して1年後 (2004年3月 13日)､研修ガイ ドの見直しをおこない､次
の点を改訂した｡
･内容全体を見直し､文章や表の修正を行った｡
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(3)教員養成講習の受講 ある ･ ない
(4)大学での教員経験 (~ )午
(5)現場 (病院や施設など)で学生の実習指導の担当経験 ある ･ ない
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巨廟 に入る前の草傭
▲-Lrl＼
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(現場への入り方､研件をどのように行うか)
日的 目標 方法
適 応 を 1)施設に慣 (1)指導者.スタッフを知 (む実習指導者やスタッフと組んでケアに参加する.







指導に 2)施設の概 (1)施設の特徴を理解す ①看護師長から施設のオリエンテーションを受ける.または､パン
役立つ 要を知り､ る｡ フレット等の資料を集める.
環壊作りを 中 指導 に役立つ環境 ②実習指導者の勤務シフトを知る.(2)実習中､学生が1日ど ①朝､学生がどのように1日の目標.スケジュー ルを発表し行動確











施 設 と 3)4)実習要 (1)実習の目的.方法につ (む学生の到達レベルやレディネスを説明する｡















指導ス 5)これまで (1)自分の指導を事故視 (彰英尊者や他の教員から自分の指導に対して気づいていることを
キル向 の 自分の する｡ 助言してもらう.
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~ 研修中 ,=I 要確言 不要 メモ
(1)看護部長および看護管理部のスタッフへ挨拶をする○














研修中 ,r=, ･才.f!'._ dES_I メモ
(1)還荒 淫 脚 長だけでなく､実習中に学生が関係する縄
･2,霊 獣 誤 認 禦 イメ.Tジしながら､.学生の利用する斬









研修中 済み ･諾.f:. 不要 メモ
(1)学生が受け持つ対象の選択を､実習措辞者とともに行う.
(2濃 認 諾 筑 票 警 る方法を､実習指導者と臥 合
(3)針刺し等､事故の場合の対処法の確認をする.
ー
(5)学生が関与できるケアや イベ ン トの チ ェックをしておく.
(6)学校から持ち込む必要が あ る 物 品 を リス トアップし準備する凸
一■▲.L●■ (7)学生の毎日のケアの報告 の 方 法 の 確 認 する｡
(8)芸冨露 呈F:S是等'諾 措 翫 芸 て実習榊 者に税明し､
(9)臨床側からの実習に関する 要 望 を 聞 く.
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.実習指導率傷のために実習施設で行う研修
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曽 落 雷噂 -I -,
日的 E]+ 方法
施 3)4)美 音 ~(1)実習の目的. (D学生の到達レベルやレディネスを説明する.
設 要項に沿 方法について ②研体中に.実習の日的.方法について説明し､
と つた指事ができる の理 解 を得る. 確認する.
休 ように詞 (2)学生によい影 (》様々なスタッフと関わり.月々の書ZI師がどれ
と 重し.敦 Tを与えてくれ くらいの能力やtiI力を持っているか把握す
な 且と実習 L そうなスタッフ る｡
つ 指g舌が 毛 をさがす.il ②他書種との文末を持つ.




[展i警 きる1I‡ (3)受け持ち対&舌を決める. ① 実習指gr者と相放して決定する.









指 5)これま (1)自分の措辞を (訂実中寺や他の教具から自分の指事に対して気 l
斗 での自分 客牧規する. づいていることを助書してもらう.
スキ の指斗スタイルを ②丑近の学生について実習指gI者と話をする.(2)他の牧且の持 (分地の鞍鼻の指事.学生への関わL)を見学させ
ル 在り還り 書の対比に てもらう.吉己録へのコメントを読ませてもらう.コ
向 ZtZIを見 より､自分の メントのポイントを叩く.カンファレンスでの他の
上 つける】 持iIとの連 救且の学生への関わり方をみる.















































































































I/_ 1'･ =･q ･
轟=





























































て 冒梁 - -__-⊥軍竺 一一一- 空 宗 p 素 碧
終坐 研修中
(1)学生が受け持つ対象の選択を､実習指導者とと
もに行う.
(2)受け持ち候補の対象-内諾を得る方法を､実習
指導者と話し合い､その方法で対象へ依持す
る｡
(3)針刺し等､事故の場合の対処法の確認をする.
(4)対象の情報の取り扱いについて確認しておく.
(特に対象のプライバシーの保護､看護記録へ
の記載の有無および記載方法)
(5)学生が関与できるケアやイベントのチェックをし
ておく○
(6)学校から持ち込む必要がある物品をリストアップ
し準備する.
(7)学生の毎日のケアの報告の方法を確認する.
(8)実習における教且の基本的役割について実習
指導者に説明し､実習指導者に期待する役割
を依規する｡
(9)臨床側からの実習に関する要望を聞く｡
(10)実習日程表の最終決定版(p.8参照)を作成し
て､看護師長および実習指導者に渡し､確認を
する｡
できれ 研修中(1)講座主任や同僚と話し､どのような実習
ば研 指導をしたいか.指導方針を明確にす
書中に行っておく る｡(2)指導に困ったときにどうすればよいか､
とよい その対処法を､講座主任と相談してお
こと く｡
